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分することにより成り立つ。つまり，A1 の男は B1 の女と結婚でき，その子どもは D2 に
属する。A2 の男は B2 の女と結婚でき，その子どもは D1 に属する。以下 B1 の男と A1 の
女，その子どもは C1，B2 の男と A2 の女，その子どもは C2，C1 の男と D1 の女，その子
どもは B1，C2 の男と D2 の女，その子どもは B2，D1 の男と C1 の女，その子どもは A2，



























































	 1982 年，142-3 頁





（7）	 M・サーリンズ，山内昶訳『石器時代の経済学』法政大学出版局，1984 年，50 頁
（8）	 ゴドリエ，同論文，178 頁
（9）	 ゴドリエ，同論文，175 頁「M.J.メギットは，8亜セクション体系のワルビリ族はおよそ 1400 名，優
先婚に従った結婚は 91.6%と報告し，同じセクション体系のアングラ族は，M.リエーの調査では，人













































（3）	 同 16 頁
（4）	 同　23-26 頁参照。　原始的とは，労働の客体である大地が，人間の手が加わることなしに自然から与
えられたままであり，労働の主体である諸個人が，血縁組織などある程度複雑な内部構成をもって，
大地に付着し，それにじかに働きかけなければならない関係にある状態が，原始共同態である。
（5）	 M.サーリンズは，「狩猟採集民は，成人労働者一人一日あたり，平均三時間から四時間しかついやして
いないことが示唆される」（同書 49 頁）。したがって，狩猟採集民は，食料獲得のためつねに動き回っ
ているのではない。また，周辺の食料資源がなくなると移動をするが，この移動は必ずしも飢餓から
の逃走ではないことが示されている，と述べる。
（6）	 川島『注釈民法（7）』農業共同体の中で維持された入会権について，川島博士は，「入会権が今日法律
上重要性をもたないということにはならない」が「入会権は徳川時代以来の遺制である。」と述べる。
